
令和３年度 学校関係者評価委員会 結果 

 

１．学校関係者評価委員会規程 （別紙） 

２．学校関係者評価委員 （別紙） 

３．学校関係者評価委員会開催日時・場所 

 令和3年3月24日（月）14：00～16：00看護学校内にて開催予定であったが、 

 当日学校職員がコロナ陽性と判明したため、急遽中止し、書類での審査に変更した。 

４．学校関係者評価結果と今後の課題 

 １）準備資料 （１）学校の現状・学校の概要 

        （２）自己評価・自己点検結果 

        （３）学生によるカリキュラム評価結果 

        （４）保護者によるカリキュラム評価結果 

        （５）自己点検・自己評価に関して教員が考える現状と課題 

 ２）審査結果（文書による回答を以下に示す。） 

   Ⅰ．教育理念・教育目的・教育目標 

    

Ⅱ．教育課程経営 

     教員の自己研鑽のシステムを作ることは大切なことだと思います。 

     具体的にされるとよいと思います。 

    

Ⅲ．教授・学習・評価過程 

     シラバスを参考にして、学生が予習・復習できるとよいと思います。 

     そういう視点でシラバスの内容を充実させるとよいと思います。 

    

Ⅳ．経営・管理的視点 

     保護者によるカリキュラム評価を受け改善されるのはよいと思います。 

     WiFiの準備も必要になってくると思います。 

    

Ⅴ．入学 

    

Ⅵ．卒業・就職・進学 

     卒業生の動向を把握できないことは多くの学校で共通の課題かもしれません。 

     カリキュラムの評価を考えると、卒後数年は追跡したいですね。 

    

Ⅶ．地域社会／国際交流 

    

Ⅷ．研究 

     研究に取り組むことは容易ではありません。継続は力なりでしょうか。 

     「研究に取り組みやすくなっている」とありますので、どのような改善で取り組みやすくなったか、

明確にすると今後につながるのではないでしょうか。 
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https://yonago-mc.hosp.go.jp/nursing-school/wp-content/uploads/r01schoolhyoka-kitei.pdf
https://yonago-mc.hosp.go.jp/nursing-school/wp-content/uploads/r02schoolhyoka-iin.pdf



